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今回も５１名の多くの方が受講され、スタッフとしましては嬉しい次第で

す。講師の方が変更になり、受講案内のテーマと違った内容にはなりましたが

「錦絵から読む」という、新しい視点からの講義は非常に面白い内容であった

と思います。 

講師の言われる「古文書は史実は記述しているが、庶民感情については、

当然のこととして記述されていない。しかし、戊辰戦争のころの江戸っ子の心

情は錦絵に描かれている」とする。その例として１２枚の錦絵と解釈文が披露

された。 

史実に基づきヒーロー感情、庶民感情を推測しながら歴史小説などは書か

れているわけでしょうが、錦絵によって、庶民感情が端的に表現されているこ

との面白さも新発見。世相漫画好きに最適の勉強資料と思いました。 

 

＜＜受講風景＞＞ 

 

 

錦絵の美しさ、世相解釈文など、全部載せたいのですが、いろいろな諸事

情がありますので、許された２枚だけ載せることにします。 

 

 

 

富士見の歴史講座 第五回  平成２５年６月２９日(土)10:00～12:00 

「明治維新」と「埼玉」 

埼玉県立 歴史と民族の博物館 学芸員 佐藤 美弥氏 

報告： Ｈ．Ｓ． 

富士見の歴史講座 第五回  平成２５年６月２９日(土)10:00～12:00 

錦絵から読む、戊辰戦争に対する民衆の心情と立場 

埼玉県立 歴史と民族の博物館 学芸員 加藤 光男氏 
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■鳥羽・伏見開戦から江戸城開城まで（慶応４年１月～４月）の１枚 
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■会津城攻防戦前後（慶応４年６月～１０月）の１枚 
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■ 講義で使われた１２枚の一覧表 

 


